
・２月８日（日）の近年、まれにみる積雪（大分市は１０年ぶりの積雪）。当日、午後から実際の道

路状況等を確認。学校で管理職が対応を協議し、保護者の送迎及び交通機関への影響等を

考慮し、翌日２月９日（月）については、児童生徒は１０時３０分までに登校、３時間目からの授

業開始を判断しました。 

 月曜日の朝、登校してくる子どもたち昇降口で待っていると、子どもたちは玄関先で、雪に戯

れ、なかなか下駄箱まで到達せず。 

つららだ！靴が雪に沈む！凍っている！靴が滑る！これはなんの足跡？と大騒ぎ。その日

のうちに、雪だるまが、たくさん、出現しました。昼休みには、生徒会健康部の発案による中庭

での雪合戦。東山ならではの光景が、今年も見ることができました。 

    

    

 

・歴代の校長が、この時期、この講座で、お話する機会があったとのことでしたので、「校長先

生の話 ～行政職の私が学校現場で思ったこと」と題して、１時間程度お話をさせていただきま

した。 

つたないお話であり、また予定終了時刻を超えてしまい、結果、駆け足になって、結びの言

葉がうまく伝えることができなかったと思いますので、あらためてここで。 

  

『学校(園)の教育目標』 多様性を尊重し、自他のよさを認め合い、主体的に学ぶ東山の子 
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「（自分の職歴からの）経験をもって、幾分か

は、支援できることがあると思って、学校にやっ

てきましたが、子どもたちの優しい言葉や感性に

触れることがたくさんあって。結果、自分自身が

幸せを分けてもらえた気持ちです」でした。 

ご参加いただいた地域の皆さん、保護者、別

府市教委職員の方々、ありがとうございました。 

 

 


